










氏 名 曽 我 真 人
分博士野のの専名攻称 博 士(工 学)
学位記番号 第 10279 可Eコ
学位授与年月日 平成 4 年 3 月 25 日










































(1) 視覚心理学実験を通じて，人間が図形バターンのどのような特徴に類似性を見いだすか h また，群
化がどの程度関与しているかを明らかにすることにより，柔軟な類似検索を可能にするには，群化を
取り扱う必要があることを指摘している。
(2) 群化を計算機上で取り扱う立場から分類している。群化を直接的群化と間接的群化に大別し，さら
に，直接的群化を補間による群化と安定性による群化に分類することにより，群化によりひとまとま
りとして知覚される画像内の一部分である部分パターンの表象の違いと，それにともなう計算機上で
の特徴抽出法の違いを取り扱えるようにしている O
(3) 群化の分類に基づいて図形パターンの階層表現の生成手法の処理手順を提案している。群化の分類
を用いて，群化の種類別に部分パターンを形成し階層化を行った後，部分パターンの安定性を大局的，
定性的に比較することにより，部分パターンの過不足をなくし人間の知覚に応じた部分パターンか
ら構成される階層表現を形成する手法について述べているO
本論文で提案している群化に基づく階層表現の生成手法は，人間が図形パターンを知覚するときの群
化を計算機上で取り扱うことにより，人間が知覚しやすい部分パターンの階層表現を生成するものであ
る O したがって，従来のような図形パターンの物理的，信号的特徴のみを検索キーとする手法に比べて，
本手法によって生成される部分パターンの階層表現を検索キーとすることにより，より柔軟な検索が可
能になるものと思われるO このように本論文は，情報工学に新しい知見を一与え，情報工学の発展に寄与
するところが大きい。よって学位論文として価値あるものと判定するO
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